福島第一原子力発電所事故とナガサキ

～長崎修学旅行をとおして～

１．主題名　　福島第一原子力発電所事故と長崎への原子爆弾投下

２．主題設定の理由
　1945年8月9日、アメリカ軍は、日本の敗戦が決定的であったのにもかかわらず、同月6日の広島原爆投下に続き、長崎へ原子爆弾を投下した。これは、プルトニウム型原子爆弾の威力を試すものであり、長崎への原爆投下の理由の一つと考えられている。この原爆投下により、長崎でも多くの被爆者が今尚、放射線の影響により、健康不安を抱いている。　
2011年3月11日、東日本大震災とともに起こった福島第一原子力発電所事故は、放射性物質を出し続け、周辺住民は、未だに帰宅できず避難生活を余儀なくされている。
長崎を訪れて被爆の実相を調べたり、被爆者の体験を聞いたりすることを通して、平和を希求する心情と態度を培いたい。また、新たなヒバクシャをつくらないためにも、原子爆弾と原子力発電事故との共通点を探るなかで、平和で安全な世界について考えさせたい。
３．ねらい

　○　長崎への原爆投下の実相を学ぶ。

　○　原爆と原発事故との共通点を理解する。

　○　平和で安全な社会を築こうとする意欲を培う。
４．指導計画（総合的な学習の時間：９時間扱い）　　

　第1次　・長崎平和宣言（2011年版）を読む。（１時間）
　　　・長崎修学旅行の市内見学・班別行動の計画を立てる。（１時間）
　第2次　・原爆と原発事故との共通点を探る。（現地学習：4時間）　　
第3次　・修学旅行で学んだことを交流し合い、平和について考えを深める。（3時間）
５．学習展開
〈第1次〉（２時間扱い）
	　
	
	活　　動
	指導上の留意点
	資　料

	第

１時
	導入
	○長崎の平和宣言（2011年版）を

読む。

○平和宣言全体の要旨をつかむ。

○原爆投下による被害の概要を
　確認する。

・投下日時　　・投下国
　・プルトニウム型原爆

　・被害の特徴

　　（熱線・爆風・放射線）


	・平和宣言の位置づけを　

　おさえる。

・被害の概要等を確認しておく。
	・長崎平和宣言(2011年)　

※参考欄のアドレスを参考
・長崎原爆資料館学習ハンドブック

	
	展

開
	　

○同年3月11日に起こった福島第一原子力発電所事故について知る。
○長崎の原爆被害と原子力発電所事故の被害とを比べる。


	・原発立地場所と地震・津波の危険性をおさえる。
・長崎の原爆がプルトニウム型であることをおさえる。

	・東日本大震災や福島原発水素爆発の写真



	
	
	○放射線の人体への影響について知る。

○長崎市長の思いを想像する。


	・放射線の急性障害と後障害、内部被曝など人体への影響をおさえる。
・放射線による人体への影響は被爆後も続くことをおさえる。

	

	
	まとめ
	○長崎に行って、被爆の実相を確かめ原発事故との共通点を探ろう。
（例）・原爆と原発事故の共通点
・今も続く放射線の影響

　　　
	・実相を学ぶための資料館や原爆遺構を紹介する。


	

	第２

時
	導入
	○長崎市について知ろう。

・地理、産業、市内の様子等

・歴史（南蛮貿易、出島など）

・戦争と長崎（戦前・戦中）
	・長崎市について知っていることを挙げながら、資料をもとに市のイメージをつかませる。


	・長崎市の地図

・写真等

	
	展
開
	
○長崎に行くまでの経路を確認しよう。
○分担して被爆の実相を調べよう。
○グループごとに見学コースを考えよう。

　・見学のポイントを確認

　・コースをワークシートに記入

　・被爆者から被爆体験を聞く
　・出発と集合先の確認

	・全体での見学と班別見学とに分けて効果的な現地学習とする。
・安全面や時間等を考慮し、見学場所やコースを計画するようにする。
・体験を聞くことにより被爆者の思いを受け止めるようにする。


	・地図、パンフレット

・ホテルや公的施設の会議室等で被爆体験を聞くようにしてもよい。



	
	まとめ
	○何を学んできたいかを各自で明確にしておく。

（例）・原爆と原発事故の共通点
・今も続く放射線の影響等


	・視点をもった学習になるようにする。
	


第２次〉（現地学習：４時間扱い）

	
	活　動
	指導上の留意点
	資料・準備

	導
入
	○平和祈念像に折り鶴を捧げる。

　
	・原爆犠牲者に思いをはせると共に、これからの見学やフィールドワークを有意義なものにする気持ちを抱かせる。


	・事前に折っておい
た折り鶴

	展

開
	　　

○原爆資料館を見学する。

○被爆当時の地層を見学する。

○班別に、被爆建造物等をフィールドワークする。

（例）・原爆と原発事故の相違点

・今も続く放射線の影響など

　　　

　・山王神社の鳥居

　・被爆の大クス

　・長崎医科大学門柱

　・浦上天主堂

　・鐘楼ドーム

　・如己堂

　・山里小学校防空壕

　・浦上刑務所遺構

　・原子爆弾無縁死没者追悼記念堂

　・城山小平和祈念館

○被爆体験を聞く。
	・資料館では、全体的な把握をすると共に、プルトニウム型原爆について確認させる。

・被爆当時の様子をありのままに感じさせる。

・１班が数か所ずつ担当する。

クラス全体のバランスも考慮するようにする。

・出発地点や集合場所、時間の確認をしておく。

・指導者が待機しているポイントを知らせておく。

・事前に立てた各班のテーマの視点でフィールドワークするようにする。

・事前に体験者の方と話の内容について打ち合わせをしておく。

・被爆者の思いを受け止めながら聞くようにさせる。
	・しおり（ワークシート）
・しおり（ワークシート）

・地図

・体験者の話は、長崎原爆資料館に事前に申し込んでおく。

	まとめ
	○感想をまとめる。
	・各班のテーマの視点にそってまとめるようにする。
	


　〈第３次〉（３時間扱い）

	
	活　動
	指導上の留意点
	資料・準備

	第１時
	○被爆体験を話してくださった体験者の方に、お礼の手紙を書く。


	・貴重な体験を話してくださった被爆者の方の思いを受けとめた内容の手紙を書くようにさせる。
	・修学旅行のしおり



	第２

・

３

時
	○各班のテーマにそって現地で調べたことを工夫した表現方法でまとめる。

・長崎市長の平和宣言（2011年）を振り返る。

・長崎に投下された原爆と原発事故とを関連づけてまとめるようにする。

・自分の考えもまとめる。
○まとめたことを交流し合う。


	・班内でさらに分担してまとめるようにさせる。

・予め伝える対象（学級内・学年内・他学年）を想定してまとめるようにさせる。

・さらに知りたいことがあれば書物やインターネット等で調べて、補完するようにさせる。

・他のグループの発表を聞くなかで自分の考えを深めるようにさせる。

	・修学旅行のしおり

パンフレット

・写真、関連書物等
・長崎平和宣言

（参考欄のアドレスを参考）


≪参考≫

○長崎平和宣言（2011年）

→http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/peace/japanese/appeal/history/2011.html
○長崎原爆資料館 　〒852-8117 長崎市平野町7番8号
　　TEL.095-844-1231　 FAX.095-846-5170 　　Email：genbaku@city.nagasaki.lg.jp
○（公財）長崎平和推進協会　

　　TEL.095-844-9922　　FAX.095-844-9961　　Email：info@peace-wing-n.or.jp
○長崎市立城山小学校平和祈念館　〒852-8021 長崎市城山町23番1号　
　　TEL.095-861-0057　　FAX.095-861-0148 　　Email：e33@nagasaki-city.ed.jp
長崎市長は、平和宣言になぜ福島第一原子力発電所事故の


ことを入れたのだろうか。





長崎修学旅行の市内見学・班別行動の計画を立てよう。





長崎に投下された原子爆弾と原子力発電所事故の共通点を探ろう。








